




和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語



８月23日（月）竹細工体験８月23日（月）竹細工体験

８月24日　地元の保育園児、地元老人クラブとの交流８月24日　地元の保育園児、地元老人クラブとの交流

大成功で
終わりました！

８月26日（木）そば撒き体験８月26日（木）そば撒き体験

８月28日（土）さよならパーティー８月28日（土）さよならパーティー



●事業の目的は？？

●参加者は？？

●体験内容は？？

８月27日・28日　大串集落散策と大串集落自慢コンテスト８月27日・28日　大串集落散策と大串集落自慢コンテスト

参加者の感想参加者の感想

大串の方の感想大串の方の感想

感想を見るだけでも、皆さん本当にこの「新かちがらす」を楽しまれたようです。

ホストファミリーの中では、今度みんなに会いに韓国に行こうという計画もでているとか・・・！！

怪我なく病気なく終えたのも、大串の方々はじめ、ボランティアスタッフ、関係者のご尽力が

あったからです！

この場をおかりして御礼申し上げます！ありがとうございました！！



それでは、いったいどんなツアーになったのか、
　　　　　　　　　　　　　　　ハイライトをご覧くださーい！



　　　　

＜出店企業の紹介＞＜出店企業の紹介＞







15年前のポスターに出会って15年前のポスターに出会って
川上 由紀子



地球市民　感動共感 1万人プロジェクト　経過報告 地球市民　感動共感 1万人プロジェクト　経過報告 





  外蔵　真人 
　私は二度の「夏タマ」に参加しました。参加の動機は、日々の仕事に対する自分の気持ちに疑問を感じたことです。
なかなか要領良く仕事をこなすことができない自分への苛立ちや、忙しさで心にゆとりをもつことができず、仕事を
していて楽しいと思えなくなってしまったのです。「自分は本当に子どもが好きなのか。」と感じ始めました。「もしも
これで楽しむことができなければ教員を辞めよう。」と、藁にもすがる思いでの参加決意でした。
　そんな思いの中、子どもたちと一緒になって川で思いっきり遊んだり、食事作りをしたりするなかで、自分の中の
モヤモヤしたものが吹き飛んでいく感じがしました。子どもたちとの自然なつきあい方を思い出させてくれたような
気がしました。
学校では、ある程度の管理が必要とされ、子どもたちとの一線を引かざるを得ない状況が多いと感じます。しかし、
夏タマでは管理する　ことはありません。子どもたちの自主性を尊重し、自分のことは自分でさせます。自分で決定
させます。子どもたちに本当に身につけてほしい、生きる力とはこのことなのだと思います。夏タマでは、キャンプ
中のプログラムを子どもたち自身に決めさせることをしますが、やはり子どもたちは自分たちのやりたいこと、好き
なことを最優先させ、自分にとって辛いことや大変なことはつい避けてしまいがちではないかと思います。これは学
校現場でも同様のことが言えると思います。
　子どもたちの自主性を尊重することは重要だと考えます。しかし子どもたち自身があえて困難にチャレンジしてい
くことの必要性もも欠かせません。これらのバランス取りが非常に難しいと、子どもたちと接していて日々感じてい
ます。

　私の夢の学校との出会いは３年前の夏タマテ箱キャンプに参加したことから始まりました。そのあとも道場にお邪

魔するようになり、現在では監事に指名頂き、運営の方にも参画させて頂き、大変感謝しております。

　参加当時は私自身古賀先生との面識がなく、今思えば、古賀先生が亡くなられて初めての夏のキャンプで 相良さん

土井さんを中心になんとか自分たちの手で素晴しいキャンプにしたい熱い気持ちに導かれてお手伝いさせて頂きました。

私自身古民家の廃材を使ったマイ箸づくりのワークショップができる事で、おかしらとして夏タマで子ども達がマイ

箸づくりを体験しました。

　子ども達は、生まれて初めて刃物を使うことに恐怖心を覚えますが、正しい刃物の使い方を習い、真剣な表情で竹

を削って完成させた時の喜ぶ表情をみると、子ども達の素直な心、磨けば光る大きな可能性を見る事ができました。

自分自身、子ども達のように日々成長しているのか？いろんなプログラムに参加しながら自分自身の勉強をさせて頂

いてます。

　マイ箸づくりだけでなく、自分の殻を破っていく他にも沢山ある夢の学校のプログラムに子どもと一緒にワクワク

ドキドキして、そしてこの経験をもっともっと沢山の子ども達、大人達が体験していくことが理想である夢の学校の

姿であり、実現するようにこれからもサポートしていきたいと思います。



☆全国大会報告☆

☆告知☆
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